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1．はじめに

　湯沢翔北高校は創立 93 年の伝統を持つ普通
科の女子高校と，創立 46 年の商業科と工業科
を持つ専門高校が統合し，平成 23 年 4 月に開
校した。1年後の平成 24 年 4 月に介護福祉科
と生産技術科の 2つの科からなる専攻科が設置
され，平成 26 年 3 月に 1期生が卒業し，今年
4年目を迎えている。校舎は専攻科専用の独立
教室や実習室を持つ一部 6階建てを全面新築し
た。

り，即戦力として地域社会で活躍できる「介護」
と「ものづくり」の専門家の育成を目的として
いる。
　全国の専攻科の設置数は 138 校で，その内工
業科は 19 校（平成 24 年度）である。

2．生産技術科の特色と取組

⑴　募集定員
　生産技術科の定員は 10 名で，開科時 24 年度
は 8名，25 年度 8名，26 年度 6名，27 年度 6名
が入学している。設置前の構想では，入学者を
機械科系の卒業者と考えていたが，24 年度工業
科 4名，普通科 4名，25 年度工業科 4名，商業
科 2名，普通科 2名，26 年度工業科 4名，普通
科 2名，27 年度工業科 5名，普通科 1名が入学
している。
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図1　専攻科棟外観

表1　年度ごとの入学者数　6階建ての専攻科棟は，1階が高校生と共用
の工業系実習室，2階は専攻科専用の工業系実
習室，HR教室は 5階となっている。
　専攻科の設置理由は，高等教育機関を誘致し
たいという地域の熱い要望に応えたものであ

⑵　目的
　「地域が求める『ものづくり』エキスパート
の育成」を目的とし，IT活用による設計・加工・
解析技術の習得，工程管理・品質管理の知識と
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ようにすることとした。
　iOSアプリを開発するためには Macが必要で
ある。本校にはMacがないので対応できない。
そこで，それを代替できるサービスなどはない
か色々と調べると，ハイブリッドアプリの開発
が行える「Monaca」を見つけた。このサービ
スを使用して，アプリサービスを行うこととし
た。
　『Monaca』は，HTMLや CSS，Java Scriptな
どで，システムを構築して『PhotoGap』を使
用して各 OSに合わせてビルドを実行してくれ
るインターネット上のサービスなので，環境の
設定を特別行わなくても良い点が魅力だった。
開発環境を整えるだけでも時間がかかったりす
るが，その手間がないことは，1年単位の課題
研究として取り組むのにとても良い点で，すぐ
に開発に取り掛かることができた。また，動作
確認用のアプリである『Monacaデベロッパー
アプリ』を使うことで，タブレット端末やスマ
ートフォンですぐに動作確認を行うことができ
た。
　10 月 31 日からの全国産業教育フェアで「知
的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事
業　成果展示・発表会」に参加した。生徒は，
ブースで積極的に話しかけ自分たちの作品をア
ピールしていた。発表においても，堂々とした
発表をすることができた（図 4）。アプリ製作
をすることが自信につながったと思われる。
　今年度の課題として上がっていた音声につい
ては，自分たちの声を録音しアプリに収録した。

アプリでは，画面をタップすることで，音声が
流れるようにした。
　沖縄県の広報番組である「うまんちゅひろば」
に取り上げてもらった。その際に，宮古島方言
をまとめた書籍を発行している地域の方と関わ
る機会を持たせてもらった。取材後も宮古島方
言を教えていただけることになった。新しいバ
ージョンを早めにリリースできるようにしてい
くために取り組んでいる。今後も連携し，方言
の収録を行いアプリに反映させていきたい。
　また，当初の目標であった，iOS版に対応さ
せるためにAppStoreに登録申請準備中である。
今年度中には，iOS版と Andoroid版をリリー
スしていく予定である。

6．今後の課題

　宮古島方言アプリは，教師や生徒の力だけで
作り上げていくことは難しい部分がある。技術
的な部分は地域企業との連携，宮古島方言につ
いては地域の方との連携が必要になる。地域の
良さが伝わるように，知的財産権を意識させつ
つ，これからも開発を進めていくための環境を
作りながら，学校の特色となる取組として続け
ていきたい。

7．まとめ

　地域の課題に取り組むことで，生徒が地域と
関わり自信を持つきっかけになった。工業高校
は商業高校や農業高校と比べて，課題研究など
で地域との連携が少ないと感じる。地域と関わ
りを持ち課題に取り組むことも，これからの工
業高校の地域社会へのアピールのためには必要
なことだと思う。これからも，アプリの開発を
進め地域との関わりを持ち生徒のやる気を引き
出していきたい。

図4　全国産業教育フェアで来場者に説明
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技術の習得，課題解決能力や柔軟で創造的な発
想力の養成を目標としている。
⑶　特色
　生産技術科の最大の特色は，地元企業や大学，
研究機関との連携を密にしていることである。
　実習では，地元企業の技術者が外部講師とし
て実習を担当しているほか，長期（2か月）イ
ンターンシップを受け入れていただいている。
座学では，秋田県立大学の教員が専攻科で授業
し，県の研究機関との連携では，秋田県産業技
術センターで金型工作法の講義・実習を行って
いる。
　「生産技術科応援企業」として，インターン
シップの受け入れや，実習への講師派遣，教育
課程改善のアドバイス，短大・高専卒と同程度
の待遇に配慮する等，29 社 1 グループの企業に
協力していただいている。
⑷　目標とする検定・資格取得
　技能検定では，2級機械加工普通旋盤作業，3
級電気機器組立てシーケンス制御作業，
3 DCADでは，CSWAという民間の検定を取得
目標としている（表 2）。

⑺　実習の主なポイント
　実習・研究が教育課程の 6割を占め，技能を
身に付けるための十分な時間が充てられている。
　CAD/CAM実習では，地元企業で 3 D設計に
携わっている方を講師とし，3 DCAD，CAE，
CAM，マシニングセンタで段取り・加工がで
きる技術を教えていただいている。

表3　生産技術科教育課程

表4　CAD/CAM実習のテーマと内容表2　各種検定受検状況

⑸　授業時間
　1コマ 90 分とし，1日 4コマ行われ，基礎科
目以外は 2コマ連続で実施されている。前期・
後期の 2学期制である。
⑹　教育課程
　基礎科目と専門科目（表 3）があり，今年度，
専門科目の座学では，14 名の大学教授・准教授
が担当し，実習はそれぞれの科目で 3名の外部
講師が担当している。
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　制御工学実習では，地元企業の生産技術部で
活躍されている講師から，プログラミングツー
ル（GXWorks 2）を活用した PLCのラダープ
ログラミング技術の基本を学習し，技能検定 3
級シーケンス制御作業取得を目標にしている。
企業の要望から 2級シーケンス制御作業にも挑
戦し，多くの学生が合格している。
⑻　企業訪問・研修旅行
　「産業社会学」の授業で企業訪問を積極的に
取り入れ，地元企業を中心に 10 社程度，県外
ではトヨタ自動車東日本株式会社（岩手県）を
見学している。研修旅行では，海外での勤務を
見据えた計画をしていたが，情勢の不安から東
京・大阪の町工場を見学している。

⑼　専攻科サポート協議会
　生産技術科の設置に当たり，地元企業や大学
教員等をメンバーに，専攻科のあり方について
協議する会議で議論を重ね，開科後は，生産技
術支援協議会として開催し，教育課程や就職状
況についてアドバイスをいただき，情報交換を
行っている。
⑽　各種大会参加
　若年者ものづくり大会では，今年度，フライ
ス盤職種で銀賞，旋盤職種で敢闘賞に入賞する
ことができた。高度熟練技能者からの指導はも
ちろん，山形県で行われた技能五輪合同練習会
への参加や，本校を会場に行われた秋田県職業
能力開発協会主催の技能五輪旋盤職種金メダリ
スト派遣事業などの経験も好成績につながった。
　新たな挑戦として，技能五輪全国大会「旋盤」
職種 2次予選会へ 2名が出場した。

表5　機械加工実習のテーマと内容

図2　研修旅行の様子

図3　若年者ものづくり大会　製作課題

　機械加工実習では，技能検定 2級普通旋盤作
業取得を目標に，高度熟練技能者から指導をい
ただき，フライス加工やヤスリ仕上げ，きさげ，
焼入れ，バイト研磨等を学んでいる。

　福祉機器コンテストでは，専攻科のもう 1つ
の学科，介護福祉科と地元の福祉施設の協力を
得て製作した作品を出品し，学生部門で 2年連
続優秀賞を受賞している。施設利用者の意見や，
介護福祉士の意見を取り入れ，製品を作り上げ
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⑾　就職状況
　卒業生全員が，地元製造業へ入社し，今年度
も 6名全員が地元企業から内定を頂いている。
待遇についても短大・高専卒と同程度に配慮し
ていただき，将来の所属先も，生産管理・技術
部門等を考えていただくなど，高卒と専攻科卒
の扱いに違いが見られる。
⑿　地域・社会での活動
　秋田ふるさと村で行われる，「若者チャレン
ジ産業祭」では，会場に機械を設置し，切削に
よるネームプレートや，3 Dプリンターによる
ネームプレートを製作しプレゼントしている。
また，本校を会場に一般の方や高校生を対象に
「ものづくり塾」を開催し，CAD/CAMを活用
したスマートフォンスタンド製作を行ってい
る。講師は外部講師の方で，専攻科の学生が，
補助役をしている。
　地域学習会として，介護福祉科と合同で，観
桜会や秋の鍋っこ遠足を実施し，地域の魅力に
触れると共に，両科との交流を深めている。

3．学生募集と今後の課題

　毎年，定員 10 名を割っており，高校生への
継続的な PRと，進路での実績づくりをさらに
進めていかなければならない。また，地元企業
に専攻科を知っていただくための PRも必要で
ある。入試では，特別選抜，一般選抜，二次選
抜を行っている。結果的に工業科出身者に限ら
ず普通科，商業科出身者などを受け入れている
が，工業科以外の学生も入学後に大きな活躍が
見られる。入学生確保が最大の課題である。

4．おわりに

　4年目を迎え，地元企業からの期待が年々大
きくなってきており，大学教員の講義を受講し，
実習で技能を身に付けた人材を企業が求めてい
ることを実感している。また，3 DCADや CAM，
CAEは地元中小企業で導入しているところが
少なく，導入を考えている企業から専攻科の設
備や授業に興味を持っていただいている。さら
に，大学編入の動きもあり，進路の選択肢が増
えることで，専攻科を取り巻く環境が変わりつ
つある。しかし，今後も地元企業の期待に応え，
高い技術と技能を身に付けた学生を輩出できる
よう，大学教員・企業講師との連携を深め，教
育活動に取組んで行きたい。

図4　福祉機器コンテスト　優秀賞作品

図5　ものづくり塾の様子

ることで，ものづくりの大変さとやりがいを学
び得ると共に，他業種の方と交流を持つ良い機
会ともなっている。
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